
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童生徒の育成に取組むための実施計画を作成しまし

たので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  令和２年５月１４日 

学校名  福井市下宇坂幼・小学校  

校長氏名   兼上 泰行      

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

 

① 下宇坂地区の環境、地球環境について学習します。 

② 学校で節電や節水に努めます。 

③ 地域と連携し清掃活動やリサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

①環境学習 

  ・下宇坂地区の自然環境について学習します。 

②節電・節水の取り組み 

  ・委員会活動を中心として節電や節水を呼びかけます。 

  ・使用していない教室や廊下、トイレなどの照明をこまめに消します。 

③地域と連携して分別回収・清掃活動 

  ・委員会活動を中心として、巻き芯集めに取り組みます。 

  ・アルミ缶や古紙の回収を PTAや地域と連携して実施します。また、校内でも、ゴ

ミの分別を徹底します。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載してください。） 

 

環境学習では、地域の方々に学びながら森林の役割とそこに生息する生き物の関わりに

ついて協力して学ぶ力を身につける。（コミュニケーション・協力） 



様式第２号                                                  （提出日）令和３年２月１０日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  

下宇坂小学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 下宇坂地区の環境、地球環境について学習します。 

② 学校で節電や節水に努めます。 

③ 地域と連携し清掃活動やリサイクルに努めます。 

 

 

２ 取組内容 

①環境学習 

・下宇坂地区の森の学習 

  ４年生は、森の学習を行いました。春には、学校林「うさ

かの森」に２年生と一緒に行き、森の植物を観察したり、鳥

の鳴き声に耳を澄ませたりして、森に慣れ親しみました。  

夏には、木の切り倒しを行いました。森林組合の方から、

間伐の意義や方法について教えていただき、どの木を間伐す

るとよいかを考える学習をしました。一緒に行った１年生と

共に、背の高い木が倒れる様子

を見て、その迫力に圧倒されて

いました。さらに、校区内の製

材所に行き、自分たちが伐採・

運搬を手伝った木が木材に加

工される様子を見学しました。

製材所の職員の方々から、丸太

をどのようにして四角い建築材にしていくのかということなどを教わりました。 

・「うさかの森」の木を使って 

  切り倒した木を使ったもの作りに取り組みました。４年生の児童が全校児童にアンケー 

トを取り、森林組合の方とも相談した結果、「うさかの森」のシーソーと、各教室の時計に

決定しました。６名の児童が２つずつ時計を作り、校内に設置しました。 

 

②環境委員会の取組 

  環境委員会では、目標の一つである節電・節水を継続して呼びかけながら、学校や地域、

地球の環境を守る活動の一環として、次の活動を行いました。 

・巻き芯・ペットボトルキャップ集め 

  昨年度、環境委員会で行った巻き芯集めを、今年度も継続して行いました。ニチバンの

ECOプロジェクトに参加したものです。セロハンテープなどの巻き芯は、段ボールにリサ

イクルされたり、巻き芯を売ったお金でマングローブ林やその他森林の保全活動に寄与し

たりするとのことでした。ペットボトルキャップは買い取られ、そのお金が世界の子ども



 

 

たちの予防接種に活かされるとのことです。環境委員が校内放送で回収の目的を知らせ、

ポスターや回収箱を作って校内に設置しました。児童の広報活動により、たくさんの巻き

芯やペットボトルキャップを集めることができました。 

・ごみ分別の呼びかけ 

  委員会の児童が、週に１回、そうじ後に全校のごみを集めて回ります。ごみ袋に無駄が

出ないように、できるだけ１枚の袋に入れるように心がけています。また、校内で出るご

みをどのように分別したらよいかを相談してポスターを作り、各教室のごみ箱周辺に掲示

しました。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

①の環境学習では、ふるさと美山の自然や産業の一端に触れることができました。実際に林

業に従事している地域の方々から、木を育て最終的に建築材に加工するまでを教えていただ

きました。また、身近な美山杉で時計を作ったり、シーソーを作っていただいたりすること

で、木のよさを再認識し、あらためて地域の産業のすばらしさやその価値について考える機

会をもつことができました。（相互性・連携性・多様性） 

３ 

見
直
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 【具体的効果】 

①例年、４年生が行っている森の学習ですが、今年度は他学年との活動を多く取り入

れました。４年生と２年生が一緒に森に出かけたり、１年生が木の切り倒しを見学

したり、６年生が木の運搬を手伝ったりしました。４年生だけでなく、学校全体で

森に親しみ、大切にしようという気持ちをもつことができました。 

②巻き芯やペットボトルキャップを集める活動を通して、自分たちにできる方法で環

境保全に協力しようという思いが高まりました。校内だけでなく、児童の作成した

おたよりを通して各家庭にも協力を依頼することで、より多くの巻き芯やキャップ

を集めることができました。 

 

【改善点】 

・集まった巻き芯やペットボトルキャップを送付した時点で、活動が終了してしまい

ました。年間を通して回収箱を設置し、定期的に数を報告したり呼びかけをしたり

することで、継続した活動にしていきたいです。 

・手洗いの時には水を止める、教室から出る時は電気を消すなどといった行動が当た

り前のこととしてできる児童が増えています。その良さを再認識させ、家庭や地域

に広げていく取組を行っていきたいです。 


